
令和８年度 第２回香南市廃棄物減量等推進審議会 【議事録】 

 

◼ 開催日時 ： 令和８年７月１７日（金） 10:00 ～ 12:00 

◼ 開催場所 ： 香南市本庁舎６階 601.602 

◼ 出席委員 : 石川委員、伊藤委員、川田委員、谷岡委員、濱崎委員、比江森委員、杉山委員、川﨑委員 

        杉村委員、寺田委員、片岡委員、長野委員、佐川委員   計 1３人 

◼ 欠席委員 : 大塚委員   計１人 

◼ 事 務 局 : (環境対策課) 別役課長、竹中課長補佐 

 

 

1. 次 第 

① 開会（別役環境対策課長） 

② 議事 

１．廃棄物減量等推進審議会委員の役員選出について  

２．香南市指定ごみ袋等の料金改定の諮問について 

３．その他 

 

◆ 議事１．廃棄物減量等推進審議会委員の役員選出について  

環境対策課長  

香南市廃棄物の減量及び適正処理に関する規則第３条第２項目の規定により、半数の委員さんが出席さ

れていますので、会が成立いたします。 

1 番目、廃棄物等減量推進審議会審議委員の役員選出について 

役員の選出につきましては、規則の第 2 条に基づき互選で選出をお願いしたいところですが、事務局案

として会長は伊藤さんを副会長には川田さんを推薦したと思いますが、いかがでしょうか。 

委員全員  

  異議なし。 

環境対策課長  

規則第３項に基づき伊藤さん会長、川田さんに副会長をお願いします。 

会長      

ただいまから令和８年度第２回香南市廃棄物減量等推進審議員会をはじめます。 

2 番目、香南市指定ごみ袋の料金改定について、事務局より説明をお願いします。 

環境対策課長  

諮問する内容につきましては、一般家庭用可燃・資源ごみ袋、業務用可燃ごみ袋、粗大ごみ処理手数料、

高齢者世帯等個別回収に対する処理手数料、ごみ袋販売手数料の料金改定についての諮問となります。

諮問する事項としては、指定ごみ袋料金及び粗大ごみ処理手数料、高齢世帯等個別回収処理手数料、ご

み袋販売取扱手数料の料金改定について、新料金の運用開始時期についてです。 

諮問理由としては、指定のごみ袋料金および粗大ごみ処理手数料は、平成 18 年 3 月の合併以降、消費

税率の改正に伴う料金改定以外は行っていませんでした。しかし、合併後の 20 年間で収集運搬処分に

係る委託料やごみ袋調達費用が年々増加傾向にあり財政負担も増え続けている状況であります。そのた

め適切な受益者負担を求め財政負担の軽減を図ることを目的とし、指定ごみ袋料金及び粗大ごみ処理手

数料の料金の見直しについて、貴審議会の意見を求めるため諮問するものです。 

前回の審議会で何パターンか案を出しておりますが、その中で事務局の方で候補を絞ってほしいという



ご意見をいただいておりましたので、こちらで改定案を作成しまし。 

まず、指定ごみ袋料金の改定案については、現行のものより平均して、1.33 から 1.35 倍の金額の上昇

になります。例えば、家庭用可燃の大袋は 400 円で増額 100 円、中袋は 270 円で増額 70 円、小袋は

200 円で増額 50 円、資源袋については大袋が 270 円で増額が 70 円、中袋 200 円で増額が 50 円、小袋

150 円で増額が 40 円としています。業務用の可燃袋については大袋 830 円で増額 210 円、中袋 550 で

円増額 140 円としています。続いて粗大ごみ処理手数料新料金の改定案ですが、徒歩については、220

円を 500 円で増額 280 円、増加率としては 2.27 倍。リヤカーについては現行 520 円を 800 円で増額

280 円、増加率 1.54 倍、軽自動車・普通自動車の 1,050 円が 1,500 円と 450 円の増額で増加率 1.43 倍。

最大積載量 350 ㎏以下の車両については、2,100 円が 3,000 円で増額 900 円の増加率 1.43。最大積載量

を 351 キロから 1,000 ㎏以下の車両については 4,190 円が 6,000 円で増額 1,810 円の増加率 1.43 倍。

最大積載量 1,001 ㎏から 2,000 ㎏以下の車両は 8,380 円が 12,000 円で 3,620 円増額、増加率 1.43 倍。

1,000ｋｇ増えるごとに、現行 4,190 円としていますが、6,000 円となり 1,810 円増額で増加率 1.43 倍。

一斉清掃時の高齢者世帯等の戸別回収については、基本的に軽トラ１車分でお受けするという内容で現

在運用していますが、最大積載量 350 ㎏以下の車両の金額と同等とすることとして 1,570 円を 3,000 円

として増額 1,430 円としています。このため増額大きくなっており増加率 1.91 倍となっています。 

料金改定において留意した事項というところでご確認いただきたいですけれど、まず、指定ごみ袋につ

いては全体の収入に対するごみ袋の収入への充当率 20％を目標としています。粗大ごみは処理に係る

支出に対して券売機等で払っていただく処理手数料収入を充当率 30％を目標として算出しています。

根拠は、合併当初から３年ほど充当率約 23％を維持していましたが、その後 18％、19％台と 20％を下

回るような数値で推移していたこともありました。今回の改定で 20％とすれば、今後 10 年ぐらいは料

金改定の必要はないのではないかという考え方です。同様に、粗大ごみ処理手数料についても、合併当

初は 30％超える値で推移していましたが以後は 20％程度に落ちており、だれでもが普段出すものでは

ないと思われますので、充当率につきましては少し高めの 30％と合併当初に近くなるように設定した

ものです。 

全体的に急激な価格上昇とならないように、指定ごみ袋については、種類やサイズによって差がでない

ように、一袋あたりの単価やコストを考慮した金額になるようにしております。指定ごみ袋の販売手数

料は今回料金改定しません。 

諮問内容についてのスケジュールとしては、答申をいただきましたら、早ければ 9 月議会に条例改正の

議案をあげたいと考えています。 

会長        

委員の皆様にはご質問や意見等ございましたら、ご発言いただきたいと思います。 

委員１       

粗大ごみ処理手数料の徒歩の方で 220 円から 500 円というのは、大幅値上げですけど、これなにか特別

な理由がありますか。 

環境対策課長  

    これについては現行 220 円ですが、実際に去年ぐらいから問題になっているモバイルバッテリー等を持

ち込むとなったとき、手のひらに乗るようなものでも業者さんは一定の処分料が必要とのことで、現実

に 220 円では処理できないところが一番大きいです。持って来られる方によっては、一輪車とかキャン

プなんかで使っているカートなどに満載して歩いて来られる方も多く、軽自動車で来られる方と変わら

ない量になるということで 220 円では割に合わない実情があります。 

それと非常によくない例として、市内 5 ヶ所に粗大ごみ一時保管施設がありますが、乗用車で来られて

いるのに駐車場で一輪なりそういったものに乗せ換えて 220 円で入場する行為が横行しておりまして、



そういったことが価格上昇の要因でもあります。実際の搬入量と比較した場合にそれほど実は差がない

というところも加味して 500 円としたところです。 

会長       

ほかにご質問・ご意見等はございませんか 

委員１      

地元への説明は特に予定はありませんか 

環境対策課長  

日程的に説明会開催というのは難しいかなというところですけれども、料金を見直しておりますという

ポップを店舗やごみ袋販売業者にお願いして、置いていただいて QR 等でホームページに誘導して見て

もらうというほうがもっと効果的ではないかと考えています。 

委員１      

答申というのは、審議会がだすものですか。 

環境対策課長  

ごみ行政に関する諮問機関ですから、やはりここで決めたものが一定優先されると思います。ただ議会

の方で来年 4 月 1 日から始めるのはいいけど、9 月議会へかけるのでなくても、もう少し周知期間があ

ってもいいのではというご意見もあります。 

委員１      

12 月議会にかけても４月１日には間に合いますか。 

環境対策課長  

大丈夫です。ただ、ごみ冊子とかそういったものを印刷して配布することが 12 月議会の議決後 3 か月

では難しいです。最低でも広報が 1 万 1000 部ですけど、3 月には 1 万 1000 部できていないといけない

ので全戸配布するには 4 月 1 日はなかなか難しい。9 月議会の議決後ですと 6 カ月ありますので準備で

きるのかなというところです 

委員１    

個人としては、何か一斉に出すよりは何らかの格好で、順次ご説明等知らせるほうがいいのではないか

という意見です。 

委員２ 

       粗大ごみ処理手数料に関係して、一斉清掃時の高齢者世帯等個別回収が 1,570 円から 3,000 円と倍にな

っていますよね。これはどういう基準で。 

環境対策課長 

       高齢者の単独世帯、障害者のみの世帯に関しては、6 月と 12 月の一斉清掃時に、事前に料金を支払っ

ていただいて、当日市の職員が回収に行くという取り組みをしています。その時の回収量については基

本的に軽トラック 1 車分という制限を設けていますので、軽トラックの料金に合わせるというところで

す。ただ、収入のない世帯につきましては減免規定もありますので、ご理解いただけると思います。 

委員 3    

住民の方への周知の部分で一つ思ったのが、広報誌に差し込んだらと思いますけれど、そしたら差し込

んだチラシを見て、ホームページ掲載してるんだなって、つなげてみる方もいらっしゃるし、そこから

多分レスポンスが、直接、環境対策課にかえってくるかと思うんですけど、どうせなら早めにしたらど

うかと思います。 

環境対策課長  

広報誌に差し込めるようであれば、これを全世帯にお配りできるように段取りしてみたいと思います。 

委員４     



広報誌にチラシを差し込めば、冷蔵庫や何かに貼る等できるので、認識が高まるのではないでしょうか。 

会長     

金額（料金改定額）はもう今日決定なのですか。 

環境対策課長 

料金改定額についてのご意見がありましたら、前回案をいくつか示しているとはいえ、内容と金額を調

整しています。その内容にご意見いただきたいと思います。財政面的なことでいうと、全体の収入規模

は大体 9,000 万円前後になり、令和 7 年度の実績と比べると大体 2,300 万円ぐらいアップとなります。

これを 1 万 5,000 世帯で割ると 1 世帯当たり約 1,500 円くらいの増となります。 

粗大ごみ処理手数料については、全体の収入として 1,000 万円の規模で、300 万円ぐらいの増額となり

ます。市の収入としてはこの両方の料金改定を行った中で、令和 7 年度と比較して大体 2,500 万から

2,600 万ぐらいの増額となります。事務局の方針としても、急激な価格高騰は考えておりません。改訂

案の金額について、お考えいただけたらと思います。 

委員 5  

合併から 20 年間、値上げしていないということ自体が行政サービスし過ぎだと思います。せめて 10 年

毎に見直していくのが基本的な整備だと思います。日々、受益者として家庭の一番の処理されるものだ

から。20 年間行政が頑張ってくれたということを評価をしたい。ただこれから 10 年間値上げしないと

いうことで料金改定するなら何も文句はありません。 

環境対策課長  

やはり説明をというところが必要かと思いますので、スケジュール的なものは調整を取りたいと思いま

す。周知の仕方としては先ほど、ご提案いただいたように広報誌に資料を差し込んで配布すること、そ

れから店頭にもポップを掲示していただき、QR からにはなりますけど、ホームページに詳細資料を掲

載してご説明するようにしていきたいと思います。 

会長 

この金額でいくということでよろしいでしょうか 

委員全員 

    異議なし。 

会長     

他に意見なければ、その他に進みます。 

委員 1    

心配している事は、あまり 10 年毎に上げるというのは、具体的に変動が心配ですが。 

環境対策課長  

香美市も今回、値上げしますので、どの様にしているかと聞くと、小幅に段階を踏んで料金改定をして

いるとのことでした。南国市は市長の公約でごみ袋料金を下げました。香南市については、目安として

10 年毎の料金改定と考えています。 

委員４    

金額が高くなったら、少しでもごみを少なくするように自分たちも考えていかないと、何もかも出して

いたらダメだと気づくことが一番大事ではないでしょうか。 

環境対策課長  

もう 1 つ、ペットボトルと容器包装プラスチックを洗って、リサイクルにまわそうとご協力いただいて

いますが、リサイクルをさらにすすめるために引き続き市民の皆様にご協力をお願いしたいと思います。

それから可燃ごみとして紙やダンボールなどを出さずに、きれいなものは極力、リサイクルしてくださ

いと香南清掃組合に要請されていますので、こちらもお願いしたいところです。シュレッダーダスト等



は資源ごみ袋に入れますが、紙やダンボールなどはビニール紐で十字に縛り資源ごみとしていただくよ

うにお願いします。ただビニール紐で縛るというのもなかなか難しいという方もいらっしゃいます。 

委員５  

雑紙などは紙袋を活用して詰めて出しても構いません。 

環境対策課長  

大きなダンボールにダンボールを折りたたんで詰め入れて出すということもよろしいですか。 

委員５  

   はい。 

環境対策課長 

ちょっとした工夫でごみ袋使用量を減らしていただきたいと思います。また「押しの一手」を本庁舎 1

階窓口に置いたり、大型量販店に置いて配ってもらっています。好評ですので減量化に役立ててくれて

いると考えています。 

もう 1 つ、法律が変わった関係で、今後、資源ごみとして容器包装プラスチックと一緒に歯ブラシ等小

さい硬質プラスチックや海外製品を包んだビニール袋（プラマークのないもの）も容器包装プラスチッ

クを入れた資源ごみ袋の中に一緒に入れて出していただけるように取り組んでいます。 

また令和４年から金属が含まれてない硬質プラスチックについては、毎月第 3 土日月の粗大ごみ受入れ

時に野市町粗大ごみ一時保管施設へ持ち込めば無料で受入れていますが、市内の粗大ごみ一時保管施設

全てで硬質プラスチックの無料回収の実施ができるように取り組んでいきます。 

こういう普段からできること、また新たな取り組みも含めて、ごみの減量化について市民の皆さんに負

担がかからないようなやりかたを考えております。 

委員６  

   値上げすれば不法投棄はかなり増えるのでは。 

環境対策課長  

そういうことが出てくるかもわかりませんので、注意していきたいところではあります。 

もう一つ粗大ごみの収集に絡むことですが、粗大ごみ受入れは野市以外の 4 地区では、朝 8 時半から 12

時半まで実施しています。（野市は第 3 土日月の 7 時半から 12 時半まで。）夏場は吉川や赤岡では 5 人

か 6 人ぐらいしか来ない場合もあり、そんな状態で 5 時間 4 時間開場するはどうなのかという意見が出

ていまして、スムーズな稼働率と人件費の削減効果も見越して、年末と年度末以外は受入れ時間を短縮

するか、（野市は何十人も来るので難しいですが）他の一時保管施設においても、開場日数または開場

時間短縮・変更等を今後検討していきたいと思います。その他の案として、夏場（6 月から 10 月まで）

の時間短縮の検討や野市に至っても 7 時半から 12 時半ではなく、8 時から 12 時という意見もあります

ので、別途案を出させていただいて、次回に説明させていただきたいと思います。 

もう 1 つ、7 月 13 日の月曜日から粗大ごみ処理手数料が市内５か所の粗大ごみ一時保管施設にてキャ

ッシュレス決済ができるようになっています。現地にＱＲを置いていますので、ＱＲを読み込んでもら

って、粗大ごみの料金をその場でお支払いいただけます。13 日の時点で赤岡・吉川でしたけど 220 円 1

件、1,050 円 2 件ありました。なるだけ職員は現金を扱わない、本庁での発券機利用や支所で手数料券

を作る手間を極力減らすように進めていきたいと思います。だた、町内会や自治会でまとめて粗大ごみ

を出すときは、領収書が要りますので、領収書が出る発券機や支所での購入をおすすめします。 

話が戻りますけど、この答申書については、事務局案の金額で出させていただいてよろしいでしょうか。 

委員全員 

    賛成。 

 



環境対策課長  

答申書について皆さまがたの同意が得られましたら、会長・副会長には市長へ答申書を渡していただく

ようにお願いします。 

会長・副会長  

はい。 

環境対策課長  

答申案つきましては、金額はこの内容で、開始の日時は令和 9 年 4 月 1 日という内容になりますが、そ

の内容でよろしいでしょうか。 

委員全員 

    はい。 

会長 

最後に、せっかくの機会ですので、委員の皆様から何か報告なりご意見などございませんか。 

委員 7 

資源ごみ袋は破れにくくしっかりしたつくりですが、資源ごみを入れたごみ袋についても、資源ごみと

して出されるのですか。 

委員３  

       今の段階ですと、資源ごみ袋に入っているごみを取り出した後、袋だけを集めて圧縮してべールを作っ

り、再生業者に渡しています。来年度以降法律が変わるなら、容器包装プラスチックにまぜ込むことが

できるので、資源ごみの入った袋ごと圧縮して再生業者に渡すことができるようになります。 

環境対策課長  

安芸市や芸西村は、ごみステーションに緑と黄色でそれぞれ色分けしてネット袋を置いています。住民

の方はそれに瓶と缶を分けて入れて、業者は、袋ごとに回収して、新しい袋をかけて帰るっていう方式

です。資源ごみを減らそうという 1 つの案だとは思いますが、そこは一定受益者負担というところをお

願いしたいところです。 

可燃ごみ袋は清掃組合の方で、処理時に破袋しやすいように作られています。香南市のごみ袋の質が悪

いのではなく全国標準ですので、なかなか材質を変えることは難しいです。それと可燃ごみ袋が破れや

すい原因については、厚紙やダンボールなどを可燃ごみ袋に入れると破けやすいですので、厚紙やダン

ボールは資源ごみにまわしてもらうということを今回改めて周知させていただきたいです。 

    破れにくい可燃ごみ袋を作るのは、可燃ごみを出された後の先の問題で難しいことになります。 

委員７ 

   私たちもやっぱりごみの出し方やその集め方について考えないといけない。 

委員４ 

   結局、資源ごみを入れて出した、資源ごみ袋は再度利用するのでしょうか。 

委員３ 

   そうですね。リサイクルされています。集めて、圧縮してリサイクル業者に渡しています。それが再利用

されています。 

ごみ袋等の受益者負担については、行政が何とかしてくれるから 1 円も出したくないという方もいるかも

しれませんが、基本的にはごみは出した方が、ある一定の割合の負担（業者は全額）をしないといけない。

高知市みたいにごみ袋がない状況だと、受益者負担が０円というふうに見えるので、ごみ削減の思いが芽

生えにくいし、無限に排出することが当たり前みたいになってしまう可能性があります。ごみを出す方が

ごみ袋等の料金を支払うことで、行政サービスとはいえ膨大な費用をかけて処分している経費に少しでも

充当することにつながると思うので、指定ごみ袋をなくしてしまうのは、いろんな懸念があります。 



会長  

      他に何かないでしょうか。ないようでしたら以上で議事を終了し、進行を事務局におかえしします。 

ご協力ありがとうございました。 

環境対策課長  

皆様、本日は大変貴重なご意見をたくさんいただき、ありがとうございました。諮問に関しましては、答

申案を作り、皆さんの方におまわしするようにいたしますので、よろしくお願いします。 


